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私版淡路の昆虫リスト（2）
藤富正昭’

なお一覧表中の表示は下記のとおりである．

◇昆虫名（和名）・採集場所・採集年月日

例1）イボタガ厚浜730329

洲本市中川原町厚浜（農試淡路分場内)1975年3月29日採集

例2）イネヨトウ八木“0523

三原郡三原町八木養宜中（淡路農技センター内)1984年5月23日採集

◆採集場所の略称は下記のとおりである．

三原町：八木養宜，市，諭醤羽
緑町;広田，倭文
南淡町:濠，仁頃，吹上，阿万，刈藻
洲本市:中川原町厚浜，由良，下加茂,塩屋，上内膳

:岩屋，出,乙代

・釜口，仮屋，久留麻，楠本
一一一一

育波，常隆寺
尾崎，萩

都志角川，鮎原野畑

､志筑戸戸田，大町~ｱ雁野，摩耶，東山書
－－－－－－一

淡路町

東浦町

北淡町

一宮町

互色町

津名町 ’６
三
Ｆ
Ｉ
Ｉ

淡路の昆虫2（半翅目）

厚浜750806
ア

力アオキノコナジラミ

厚浜
アオクサカメムシ

八木840715,9()()717

アォバハゴロモ

厚浜730728，八木910731,91092!
アオモー'カメムシ

八木90U1-ｸUリ

アカスジカメムシ

尾崎730603
アブラゼミ

摩耶B408U8

イセリヤカイガラムシ
八木

イチモンジカメムシ

八木84()708,9t)U624

イナズマヨコパイ

八木芯40613,9()U72fFi

ウズラカメムシ

八木91()514

エビイロカメムシ

厚浜770531

オオキンカメムシ

厚浜741028

オオケモヘリカメムシ

厚浜780921、~40甥U皇

オオホシカメムン

八木920930,93()92:1

オオヨコバイ

厚浜H()121U,ヘ木芯9“()1

オピヒメヨコパイ

カメノコロウカイガラムシ

カパイロトケマダラァプラムシ

厚浜730907

キイロサシガメ
八木900922

キケヒメヒゲナガアプラムシ
八木

キョウチクトウアブラムシ

厚浜730919

クサギカメムシ

八木900611,91“05

クマゼミ

萩840728

クモヘリカメムシ

八木840813,900719

クリオオアプラムシ
厚浜
クロカメムシ

八木910523,900802
クロサシガメ

八木910413,920908
クロモンサシガメ

八木910809

クヮハラウンカ

八木840711,900613

コツチカメムシ

八木930817
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セジロウンカ

八木840608

1．〒(う75兵庫県加古川市神野町西条983
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セジロウンカモドキ

八木890916

シマウンカ

八木910817

シラホシカメムシ

八木"0625,MJU622
シロタカウンカ

八木皿713

シロヘリクチプトカメムシ

八木920811

タ

タイヮンヒゲナガアプラムシ
八木

タテスジウンカ

厚浜750814，八木
チャイロヨコパイ

八木891013

チヤバネアオカメムシ

八木840708,am713
ツクヅクボウシ

萩“0828

ヅチカメムシ

八木840722,MjO714

ヅノロウカイガラムシ

ッマケロスケパ

八木870915

ヅマグロヨコパイ

八木840512

ツヤアオカメムシ
八木”O釦1

テングスケパ

八木870922

トゲシラホシカメムシ
佐野740708

トピイロウンカ

八木84“18

トピイロウンカモドキ
八木(“708

トビイロサシガメ

八木"0814,920706
トピイロハゴロモ

厚浜770”6，八木830801
ナ

ナガメ

八木910413,93“23
ナシミドリオオアブラムシ
厚浜?:30507

ニイニイゼミ

摩耶840808

ニセトピイロウンカ
八木ⅨjO622

ニホンウンカ

八木甑m24
ハ

ハラピロヘリカメムシ

厚浜740“7

ハルゼミ

八木920527,厚浜行0525
ヒグラシ

摩耶840釦8

ヒメトピウンカ

八木84唖8

ヒメフタテンヨコバイ

八木840608

ヒメホシカメムシ

八木880814,900911,930927

フタテンカメムシ

八木830819,900801,930803

プチヒゲカメムシ

八木920704

ペッコウハゴロモ

厚浜750815，八木84UT26,IXJ(
ペニキジラミ

八木890525

ホウズキカメムシ

厚浜760523，八木g1UbZ6
ホシハラピロヘリカメムシ

八木910509

ホソサシガメ

八木920730,930528

ホソナガカメムシ

八木900808

ホソハリカメムシ

八木840715,9004Z9
ホソヘリカメムシ

八木84U818

ホソミドリウンカ

八木910602,930529

蝋jU81Z

マ

マキアプラムシ

伊賀野73"03
マツノホソアブラムシ

厚浜

マツヒョウタンメクラガメ

八木930805

マルカメムシ

八木840429,900522

ミカンコナジラミ

厚浜

ミカンクロアプラムシ

八木

ミナミアオカメムシ

佐野731002
ミミズク

八木840726,920716,92101U
モモアカァプラムシ

八木
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ヤ

ヤナギオオアプラムシ

厚浜73U40ぞ

ヤナギカワウンカ

八木93(焔18

ヤノネカイガラムシ

ユキヤナギアプラムシ

八木

ヨコズナツチカメムシ

八木910525

ラ

ルピーロウカイガラムシ

ワ

ワタアプラムシ

八木

ワラピツメナシアブラムシ

厚浜73“04
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淡路の昆虫3（鞘翅目）

や

コガムシ

八木8“05

コシマゲンゴロウ

八木86鴎05,920726
コフキコガネ

厚浜73“18,志蕊74“15

ゴマダラカミキリ

厚浜740724,趙閣羽850728
ゲンジボタル

諭翻羽74“09

ア

アオカミキIノモドキ

八木鰍30昂』芯

アオズジカミキIノ

厚浜〒〒0611,八木碁昂U7l9

アオドウガネ

ハ木撰4U816,x㈹u甚』〆

アカガネサルハムシ

内膳U4が

アカボシテントウ

厚浜了4(ⅨBiデ

アルファルファタコ､ノウムシ

内膳t蝿UfiUl

イネノウムシ

志笈了昂U㈹が．

イネミズゾウムシ

楠本g5U6U4

ウバタマムシ

厚浜〒9UzZ3

ウリハムシ

八水泳4U昂と』

エ‘ノカタピロオサムシ

八木拭3Uろ22

オオつトボシアオゴミムシ

八木B60805,qX)08Z4

オオキペリアオゴミムシ

八木fX〕U8Z4

オオニジゴミムシダマシ

さ野畑88Ufjと;〕

オオマルスナゴミムシダマシ

吹kS40525

オオ・『ウムシ

オオヒメゲ.，ゴロウ

八小叩Z(l〒Z4

オオマドポタル

常陸寺呂5070卸

オジロアシナガゾウムシ

内賭92U“1

1

サ

サクラコガネ

八木840701

サピキコリ

八木930513

ジュウジゴミムシ

厚浜79“26

シラオピマルカツオプシムシ

八木840506

シロコプゾウムシ

由良730513

シロスジカミキリ

厚浜74“25,77“27

シロスジコガネ

下釦茂92“19
シロテンハナムグリ

八木840722

スグリゾウムシ

仮屋74“25

スジコガネ

八木84“17

セマダラコガネ

ヘ木84(EIH
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タカサゴシロカミキリ

厚浜810706
タマムシ

広田85”05

ドウガネプイブイ
八木840523

ツヅミキクイムシ

八木930821

ツバキシギゾウムシ

東山寺900525
ヅマグロッヅカッコウムシ

八木92IBZ2

テントウムシ

厚浜740319

力
ム

キクスイカミキリ

厚浜76U5U:l

キスジノミハムシ

厚浜790822,八木83U81U
キマヮIノ

神代730525

クロシデムシ

志筑7306049八木91“19
クロタマムシ

厚浜770728

クロハナムグリ

"f-$()521

グロホシタマ′クモ､ノゥムシ

厚浜HUUﾀ11(ノ

クワカミキI.‘

厚浜7807(j4

コアオハナムグリ

八木840517

コイチヤコガネ

八木840624

コガネムシ

八木840618

ナ

ナガヒョウホンムシ

阿万側305？（スズメバチの巣より）
ナナホシテク'トウ

厚浜73“10
ニジュウヤホシテントウ

厚浜73“1?，角川850624
ニジゴミムシダマシ

志筑76“28

ー

ﾉ、

ヒゲコメッキ

厚浜760518，八木820519
ヒメアカポシテントウ
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噺

マダラアシゾウムシ

厚浜T5U513

マツキポシゾウムシ

厚浜780529

マツノマダラカミキリ

厚浜78〔応12
ミカンナガタマムシ

ミヤマカミキリ

八木930728

モモチョッキリゾウムシ

久留麻750527，八木抄ZU6Z5

厚浜730411

ヒメカメノコテントウ

厚浜730705

ヒメハンミヨウ

八木82“16

ヒメヒラタケシキスイ

厚浜7705“

ヒメマルカツオプシムシ

八木8405“

ヒョウタンゴミムシ

仁頃850728

フタスジヒメハムシ

八木840715

ヘイケボタル

八木839702

ペダリヤテントウ

ベニカミキリ

八木840530

ペニヘリテントウ

厚浜740319

ホソクピキマワリ

三野畑m0525

ヤ

ヤサイゾウムシ

志筑750521,北阿万791114
ヤツポシハナカミキリ

厚浜770531

ヤハズカミキリ

佐野740625,厚浜730528
ヤホシゴミムシ

厚浜780424,7805U2

I

ラ

ラミーカミキリ

釜口920615マ

マイマイカプリ

岩屋910509,厚浜800514０
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淡路の昆虫4（その他）

腫尾目

ヤマトシミ
八木8?102U

粘管目

ムラサキトビムシ
直通目

アオマツムシ

志筑740鋤8，厚浜740923,
カヤキリ

八木艶0821
カンタン

八木85U822
クロゴキプリ
'l本920224
ケ二

志筑7tDU313
ハネナガイナゴ

刈篭8aOuj29育波88(B25
ヒメカマキリ

八木850723,920729
総趨目

クロトンアザミウマ
東山寺92.‐
ネギアザミウマ

チヤノキイロアザミウマ
ミナミキイロアザミウマ
屋

カキクダアザミウマ

中川原，八木
簾困目

オオウスパカゲロウ

厚浜750”7

ヅノトンボ

八木9ZO72U,900707,志筑76081J
ヒメウスバカゲロウ

八木840804,880903

へピトンボ

厚浜780515,8UU829

膜翅目
オオセイポウ

厚浜780909

オオホシオナガバチ

塩屋93“13

オオモンクロペッコウ

厚浜73(冷27

スズバチ

八木89081局

スズメバチ

厚浜？､11Ulf

セグロアシナガバチ

厚浜731U｣7

ヤマトアシナガバチ

厚浜731027

ルリジガパチ

厚浜740709

双逼目
アメリカミズアプ

八木830825

ウシァプ

八木84”07

カボチヤミバエ

岩屋881128

キリウジガガンボ

八木820429

コウカァプ

八木841001

八木850916

(4）



｜

’

h一

シマハナアプ

厚浜T.IU41U

スネプトクシヒゲガガンボ
内膳83U8U4

タイワンシロフアプ

八木83U&jU

タネバエ

市感jUlz忍

ヅワプキケプカミバエ

厚浜〒昂U4U恥

フトハチモドキパェ

八木93“29

ペッコウガガンポ

八木88(B31,92(EO3

マダラガガンポ

厚浜780515
ミスジミバエ

中田84“21

ミツマタハマダラミバエ

大町87“22

(ふじとみまさあき）

兵庫県のサシガメ・マキバサシガメ（1）
高橋壽郎2

まえがき．

サシガメ｛〃'〃"'.''fl"rlは捕食性の比較的大型種をふくむグループで丈夫な口吻をもって

刺されるとビックリする程痛い．昆虫や動物の体液を吸うので害虫の天敵として知られて

いるものである．一方マキバサシガメ（1u6Jdarlは細長い体をして口吻が4節，ふ節が3

節あり，半翅鞘は退化して無翅型になることがあるが膜翅部が退化した短翅型も多い．こ
ちらも害虫の天敵として知られている．

日本に産するサ･；ガメは日本産昆虫総目録！'､j的)によると11亜科:;耐属33種でその内
本州に分布とあるのが.i7闇となっている．マキバサシガメの方は2亜科16属21種|内
本州分布は|;j種j・

兵庫県下にサシガメ，マキパサシガメがどの位いるのか良く知られたサシガメがいたり
美しいのがいたりするのだが一般的にはサシガメ、マキバサシガメを調べる人がほとんど
いなくてよくその分布状況がわかっていないのが現状だと考えられる．一応兵庫県産サシ
ガメは現在;)()種マキバサシガメ艸種がわかっているのでそれらの分布を中心に兵庫県産
サンガメ・マキバサシガメを紹介してみたい．長くなるので分割発表させて頂く．

研究史

1883．DIsl,al'1.WL.FirstR?I)orto,,t,heRhynchotacollectedmJapanbyMr.George
L9･wIIE.1"1･al0:Aj(｡lllh()'L()11(1(jll.l制肘;lt41;}-443

この報又は(,.L#､､､．'烏の採集品に基づいて研究されたものである．産地の記録もはっ
きりと示されている．図版もついている．兵庫県の異翅半翅類についてb(･()帆の鎗
文11H74.1拭制I川は同じく(i.LtawIsの採集品によるから兵庫，神戸産のものが当然

あると考えられるが全く産地についての記述のない論文だけにこのDIstalltの諭文
が産地があり県産カメムシの一番古い文献として重要なものである．113種が記録

2：〒“』神P市兵庫区水室町lr目44
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されており3新属33新種の記載がふくまれている．兵庫或いは神戸と産地のつい

ている租は14種でその内に1新種記載がありこれがサシガメであるから県下のサ

シガメの初めての記輯種とゆうことになる（図もついている）．その種は次のとお

りである．p.442.pl.XV.f.9.La62docofasms897MsDistantクロバアカサシガメ

でKobe産である．

1908.井口宗平兵庫県佐用郡産昆虫目録（承前）．昆虫世界12(132):335-337(ref

p.336-337)．

佐用郡下で採集された昆虫の種が2000種に達したとして膜，鱗，双，甲の4目を

除く他のものを紹介すると発表の始まったのが明治41年3月号(1906)の昆虫世

界誌上においてである．(VOl.12.No.127:116-118)．異翅半翅目について8,9月号

(Vol.12､No.132.133)に発表されている．和名と学名のみの目録形式のもので若干

の解鋭のついたものもあるが学名など現在の知見からすればかなり変わっている。

また標本が現存しないので標本を見なければ同定に納得を得られないものが数多く

ふくまれている．日本人によりこのような早い時期にこの仲間のフアウナがまとめ

発表されたことは注目しなくてはならない．

サシガメ類はp.336-.j37.No.53-100までのl橿種が記録発表されている．もちろ

ん産地などの詳しいデータなどもないが一応佐用郡産として考えておく．18a

の内学名は変わってもどの種であるかわかるものが14種（内l楓はサシガメ科で

なくマキパサシガメ科，キパネアシプトサシガメである)(この中でオオサシガメ

.4I(･umf'lump"としてあるのはオオトピサシガメIS"施血so6scurtks(Dallas.1850)

のことではないかと思う)．全くわからないものが4種ある．その内イグチサシガ

メO"ococep“ｲusjpuch48については問題がある．井口氏の次の錨文のところで詳

しく述べることにする．

1908･井口宗平有吻目の四新種に就いて．昆虫世界12(136):504507.
表題のごとく松村松年博士に送られたる有吻目の中に4種の新種がありいづれも

1guchiなる種名を採用されたとしてこれらをこの報文で紹介している．いづれも

今迄の佐用郡産目録中に毎入して掲載されしも”原稿に削除を加えられしがためそ

れらが新種なるや否や判明しがたき次第にて”と冒頭に記されている．今回紹介さ

れているイグチサシガメ（命名者名間違っている）も前報文で学名をO74oce"""s
ノ9uch塊として収録されているが本種の原記載は1913年の松村松年博士の新日本千

虫図解第一になるので収録するのであればOTBococephalussp.としておかなくては
いけない．今回この種については記載文がついている．これではこの報文が原記載

になってしまうこのあたりもう少々 注意して貰わねば困る．いかに松村博士から学

名を教えて貰っているからとて原記載が発表されていない前にこのような記載発表

は困る．当然掲戟紙にも責任がある．もっともこのイグチサシガメの正体が現在で

はわからないサシガメの一つでタイプ標本を検しなくてはいけない種である．縄集

付記として今回の4種の内標本を送られたるイグチヒラタカメムシはノコギリヒラ

タカメムシであり，イグチヒシウンカはクロヒラタヒシウンカと同一種であるとさ

れ，イグチサシガメは標本を送って来ていないと記されてある．

I
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主

1909・井口宗平兵庫県佐用郡産半翅類目録，追加．昆虫世界13(141):205207．

昆虫世界、《)131-133に発表した佐用郡産半翅類目録に新たに松村松年博士により

l新属，7新種を検出されたとして追加目録29趣を上記劉菌にて発表された．その

内5種サシガメがある次にそれらを掲げておく．

19.コバネマキバサシガメ（新種)Red"8olus("068s)op8calisMats.=Ⅳα68s(〃血）

(Ip"Q/"IMatsumura.1913)(マキパサシガメ科）

20ハナダカサシガメ（新属・新種)Djasp8d800desO9t'ch80Mats.

21ハネナシサシガメ.-l"81IAsd8Iα“sMats.=(VOmmlSdilα如如s(Matsumura､1913)

22ヒケナガサシガメE･"do(･husatollanusHorv.=EndOchussm加施USHorvath・1879

23.イグチベニサシガメ〃aematoloecha89uch師Mats.

上記の内ハナダカサシガメとイグチペニサシガメがよくわからない種である．松村

博士が何処に記載されたのか知らない．福井玉夫の報文(1926.1927)にも日本産昆

虫緯目録I(19H91にも該当する種が見あたらない．記載されているのであればタイ

プ標本を調べる必要がある。他の租は学名は変わるがわかる穏である（1種マキパ

サシガメ科をふくむ）．前にものべたように新租記域がされていない状況下で学名
を表示して記録を発表するということはよくない．

1913．松村松年新日本千虫図解．第一巻（警醒社)．

井口宗平氏が1908年にOn(､ofphalus89tjrh88MatSumuraイグチサシガメを紹介さ

れたが本蜜I).166.1.15.f..9にEct7Vchotes8"cA88Matsumuraなる学名で図説さ
れておりこれがこの種の原記戟になるのであるがタイプ標本を調べないとどのよう

なサシガメなのかよくわからない秘である．

1926．福井玉夫内地産食虫椿象科図説（一）．昆虫llll;7L8.pls.1.2･

アンナガサシガメ(bch4dju"!〃↓“℃8dtjm(Uhler))の播磨からの記録がある．最も
これは松村博士i19131からの引用である．

1926．福井玉夫内地産食虫椿象科図説（二）．昆虫2(1):1-6､pls.1，2．

p.13イグチアカサシガメE(WVchotes89tJcA88Matsumuraの記戟あり．播州産
井口宗平氏採集とある（これも松村博士,1913からの引用である).

1938．谷口和義クロトピサシガメの分布に就いて．博物研究(III):14-15.

神戸市本山，六甲山麓，摩耶山麓，箕谷，伊丹軍行橋付近の産をまとめる．

本種はクロトビイロサシガメO""cep“IusbwwscuttlmReuter､1882のこと．
1942．高橋壽郎神戸高取山産の異翅目．昆虫界10(97):171-176.

ll科61種を記録（内サシガメ科8種，マキパサシガメ科3秘)．若干同定間違い

もあり，学名も変わるものがある．

1951．黒佐和義クロサンガメの生態特に周年経過．新昆虫4(1(11:34-35.

京阪神地方に産すとあり具体的産地は示されていない．生態として京阪神地方では

年一回発生で成虫態で越冬し産卵は春季に行われ，これより卿化した幼虫は8月に

成虫になるものと推定されると．

1954．山本義丸兵庫県丹波地方の異翅類目録．兵庫生物2(4/5):216218.

(7)



氷上郡と一部多紀郡において採集された異翅半翅類の目録で29科147種が記録さ

れている．個々の種についての採集データはほとんどなく若干の注目種について

の解説がついている．サシガメ科は15種(No.102-116),マキバサシガメ科3種

(NU､117-119)が記録されている。

1958．山本義丸兵庫県氷上郡昆虫目録．Natura特別号，氷上の自然第3集,p.113-119･

氷上郡下のみのものであるが異翅亜目28科153種記録されている(I).113-ll9)･残

念ながら詳しいデータはほとんど無く若干の注目種に注がついている．珍しい種の

記録がわりとある．

1963.黒佐和義セスジアシナガサシガメについて．RDstria(6):25-26.

氷ノ山での記録及び尼崎での観察記録あり．

1964．黒田礼文扇ノ山のカメムシ類．兵庫県農科大学生物研究部々 誌（4）:25-26．

扇ノ山産ll種のカメムシの記録（前年辻氏の記録した5種を加えてl(j種の目録に

なっている）．但しサシガメはトビイロサシガメ1種のみの記録である．

1965．高橋匡出石郡昆虫目録第2報．VITA(2):1-16.

出石郡産異翅半翅類l(I科45種の記録がある（全部採集データがついている).サ

シガメ科は（種，マキパサシガメ科1種がふくまれている．

1968．田中篤夫・殿界和男ヨコヅナサシガメの新産地・昆虫と自然3(10):$5.

神戸市道場からの記録．兵庫県下からの本種の記録として文献に現れた初めての記

録になると考える．

1969.佐々 木基之甲陵中学附近のカメムシ類．甲陵生物(4);l'+15.

西宮市甲陵中学校付近のカメムン類7科，34種が記録されているが和名だけで学名

無し．サシガメは3種記録されている．

1971.井上智雄本州にいたヨコヅナサシガメ．昆虫と自然6(1):2勝．

西宮市名塩(altlOO'皿.19木ノ元(alt.100111)での記録．

1971．日浦勇ヨコヅナサシガメの分布．RosLrla(211:56-97.

兵庫県下での記録もふくまれている．

1972.桂孝次郎近畿地方北西部のヨコヅナサシガメの記録．Nat,ureSLud,･191KI:90.

兵庫県下での記録もある．

1973．宮武睦夫・友国雅章本四架橋ルートの島々 の昆虫相．本州四国連絡橋に伴う周辺

地域の自然環境保全のための調査報告書,pp.64-68(国立公園協会刊）．

カメムシ類はl8科47種が記録されている．全部淡路島からの記録（兵庫県関係の

記録として）．サシガメ科はマダラカモドキサシガメ，シマサシガメの2種のみ．

1973.宮武睦夫・友国雅章本四架橋ルートの島々 の昆虫相（そのII)．本州四国連絡橋

に伴う周辺地域の自然環境保全のための調査報告密（その2),pp.79-8()(国立公

園協会刊）．

カメムシ類は8科2()種が記録されておりいづれも淡路島からの記録（兵庫県関係

の記録として）．サシガメ科はトビイロサシガメ(Oncocephmlussp.)1種のみ．

1974.高橋壽郎兵庫県の異翅亜目(I)．きくりはむし2(2):1-7．

県関係の異翅亜目に関する文献をまとめた．
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皇

1974．神戸女学院岡田山の自然．神戸女学院百周年記念「岡田山の自然」出版委員会刊．

六甲山系の東端，甲山の東に位置する岡田山（西宮市岡田山）の生物目録の中に

カメムシx科17種が記録されている（内サシガメ科2種，マキバサシガメ科1種

あり）．

1974．川澤哲夫淡路島の水田および雑草地に発生するカメムシ類．げんせい(27):11-14.

9科24種のカメムシが生態と共に記録されている．その中でハネナガマキパサシガ

メl樋が記録されている（北淡町富島，洲本市生石）

1975．高橋匡豊岡高等学校昆虫標本目録（第1．2報)．兵庫県立豊岡高等学校生物

教室刊．

但馬地方で採集され保管されている標本目録で第1報でカメムシ類16科67種，第

2報でfi科ll種記録されている．サシガメ科は6+1種，マキパサシガメ科1種が

ふくまれている．全部採集データがついている．

1975．堀田久淡路島のカメムシ類について.Parnassius(14):46.

7科21種記録されており，サシガメ科は3種記録されている。

1975．高橋壽郎兵庫県の異翅亜目13)．きぺりはむし4(1/2):1-7.

サンガメ科2:{種，マキパサシガメ科7租を記録報告した・

'975．高橋匡豊岡高等学校昆虫標本目録（第3報）．兵庫県立豊岡高等学校生物教
室刊．

異翅半翅目10科l9種記録されており内サシガメ科は2種記録されている。

1976．高橋匡豊岡高等学校昆虫標本目録（第4報）・兵庫県立豊岡高等学校生物教
室刊．

カメムン科は減科15穂の記録がある．サシガメ科Polv加JPusspユミアシナガカ

メムンの一種は省いたとある（立川周二氏同定)．

1977．広地昇．奈良隆史．木戸和伸三熊山の昆虫について．Parnassius(17);9-11.

カメムシ類は15科25種記録されている．サシガメ科は2種ふくまれている。

'977．日浦勇原色日本昆虫図鑑，下巻.(全改訂新版，保育社・大阪)・
兵庫県産サシガメ3種がカラーで図説されている．

Pl.31.f442.p.llH・シマサシガメ”heddnolesies3mpfrsstco"8sStall963年
H月神崎郡栃原谷．

pl.31.f.444.p.118.ﾖｺヅﾅｻｼガﾒA9r,osphodowjSdoAm8Signoretl964
年4月川西市笹部．

pl.31.i..445、p.118．モモプトトビイロサシガメOncocep伽lusjbmom"s

RPuLfrl961年4月神戸市垂水．

1978．堀田久淡路島のカメムシ類iII)．Par''assi'lsI191:1-3.

王こして洲本市内産カメムら！』科24種の記録．サシガメ科は2種ふくまれている．

1978．高橋寿郎神戸市内におけるハリサンガメの産地．きくりはむし6(1/2):24･

1978.仲田元亮能勢の昆虫l.B5,405p.(自刊・単行本)・
l7科96種の半翅目が記録されており各種についての詳しいデータがついている．

サシガメ科はll種が記録されている．

(9)
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’ 1979．小林桂助県下の採集例．きくりはむし7(2):30．

ヨコヅナサシガメの養父郡養父町，多紀郡西紀町の記録がある・

1980.環境庁日本の重要な昆虫類近畿版．B5.624p、

指定昆虫ヨコヅナサシガメの兵庫県下の産出状況の解説あり(p.59)･

1980.奥谷禎一宝塚市の昆虫類．宝塚市史Vol.7:512-523.

ヨコヅナサシガメの解説あり．

1980.高橋毒郎兵庫県下におけるヨコヅナサシガメの分布．きくりはむし9(1):18-20.

1981.相坂耕作宍粟郡波賀町引原でヨコヅナサシガメ発見．姫昆サロンニユース(19):2.

1982.宮本正一日本の自然環境と昆虫，タガメおよびその他の異翅半翅類・遺伝

36(7):18-22．

ヨコヅナサシガメの兵庫県下の分布状況説明あり．

1983.高橋壽郎ヨコヅナサシガメ，兵庫県大百科事典．下巻(p.1252)(神戸新聞出版

センター）．

1984.河上仁之伊丹市昆虫目録(1)．伊丹の自然(1):22-32.

カメムシ類は15科37種記録あり．サシガメ科は4種ヨコヅナサシガメの記録もあ

る．全般に詳しいデータはほとんどの種についていない．

1985.河上仁之伊丹市昆虫目録(21．伊丹の自然(21:27-32.

カメムシ科5種の記録があり内サシガメ科2種記録されている．

1985.新家勝ヨコヅナサシガメ，ヨツポシケシキスイを捕食す．きくりはむし13(2):44・

川西市芋生にて．

1985.森田興澄ヨコヅナサシガメ兵庫県南部の記録．きくりはむし14(1):20-21.

神戸市北区淡河町酋破山，三木市伽耶院，加古川市八幡神社，姫路市仁豊町，姫路

市広畑区大町，広畑区観町．

1986.加蕗信一郎宝塚市内におけるヨコヅナサシガメの採集記録．きくりはむし

14(2);34.

1986.新家勝宝塚市内におけるサシガメ2種の採集記録．きぺりはむし14(2):34．

ヨコヅナサシガメ，アカマキバサシガメの記録．

1990．山川昇ヨコヅナサシガメ．日本の生物4(71:72．

明石市大久保町l991)年』月2愚日羽化直後の幼虫．

1991．高橋毒郎ヒゲナガサンガメ，ペニモンマキバサシガメ共に氷上郡山南町に産す。

きくりはむし19(1):26-27.

1991．大野正男日本の帰化昆虫(2)，ヨコヅナサシガメ．自然史研究雑誌(1):19-32.

兵庫県下の分布について詳しく解説されている．

1992.東正雄カメムシ目．宝塚の昆虫I:58-147,B5.(宝塚教育委員会刊）・

カメムシ類は25科No.131-252,122種各種白黒写真をつけ詳しい産地とか生態，

形態などを記されている．サシガメ科は15種，マキパサシガメ科は1種，これら

は新家勝氏の解説も入っている．

1994.新家膳宝塚のカメムシ目（補遺）．宝塚の昆虫V1I:297-302.376.
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1

宝塚のカメムシ目補遺として6科8種が記録されている．サシガメ科，マキパサシ

ガメ科は各1種づつ追加解説されている．

Famil,･RPduviida好サシガメ科

SubfaImlyHarpactormaeサシガメ亜科

,49'･JCS""‘ﾉ""'･I』高(/ohr7MISignoret.1862)ヨコヅナサシガメ
帰化昆虫として良く知られてい

るサシガメであり大きくもありな

かなか美しい．兵庫県下の分布に

ついては筆者も一度まとめ発表し

たことがある(1981).大野正男

教授は全国的視野にたっての報文

を発表されている(1991).兵庫

県下での分布は（分布概要図参照）

神戸並びにそれから東にかけての

地域には広く分布しており，播贈

地域も分布がわかっているが西播

磨からの記録が見られないし県の

中央部にはほとんど記録が見られ 、

ず但馬地方に僅かに分布記録があ

る．このあたりの分布状況が良く

わからない．それと淡路島の記録

がない．四国での記録はあるので

あるから分布しているのではない 兵庫県におけるヨコヅナサシガメの記録地点

かと考えたりしている．

産地．：川辺郡猪名川町槻並li(IEXs.､4．1･l979第5令幼虫).川西市笹部〔日
浦，‘卜)7‘ju77仲田,l;'7'､]・伊丹市昆陽池西台〔河上,1984)･宝塚市千刈，大
原野中部〔桂,1973),滴荒神（l阜，22．，．1975)[加薩,1986),山本1丁目，
南口2丁目，宝塚大橋〔新家,1986],山本，宝梅1丁目～寿楽荘，野上町，宝塚大
橋，鳥ケ脇，波豆，武田尾渓谷〔東，1992〕・西宮市名塩，木ノ元〔井上，1971〕・
神戸市再度山（l早，10．Ⅵ･1978),道場〔田中，殿界,1968),下谷上(1ex.､7．
Xl．1979､Ft'C.),北区淡河町錨破山〔森田,1986),八多町屏風(2exs.,4．VI･
1993.et《.13須磨区多井畑(lex..23･1，．1990)．三木市伽耶院〔森田,1986]・三
田市〔鈴木,1994].加古川市八幡町八幡神社〔森田,1986]・姫路市南山田蕗の木
山〔相坂,1981],仁豊野，広畑区大町，観町〔森田,1986],増位山々 瞳〔大野，
1991].神崎郡神崎町猪篠〔桂,1973)・宍粟郡波賀町引原〔相坂,1981)・多紀郡
篠山〔奥谷,1971),西紀町〔小林,1979]・豊岡市滝，森〔桂,1973),九日市
〔高橋,1975].出石郡出石町寺坂〔高橋,1965).養父郡養父町薮〔桂,1973],
養父町〔小林,1979),関宮町関宮，杉ケ沢付近〔相坂,1981].

Zイ〃""t,4,(/4j(JI(zI"丹IM"1su皿,ura・19131'､ネナシサシガメ

山地の植物の根ぎわで生活し，小さな昆虫を捕食するとある．分布も北海道，本

州，極東ロンア，朝鮮半島，中国と広い．ただ残念なことには兵庫県下では佐用郡
の記録以外全く記録がない．筆者も県下では未採集である．

’1産地の記録は〔〕で示したものは記録からの引用．（）は箪者の採集品で多散採集の場合1例のみ示しetc・
を入れて他を省略．標本は県立人と自然の博物館に保管．

(11）
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これは調査の不充に原因すると考えられる．

産地：佐用郡〔井口，1909〕．

3．Cy血oconsmssatusStal.1866アカサシガメ
朱赤色で草むらに普通に見られるサシガメ．鱗翅類の幼虫やハムシなどの小さい
昆虫を捕食する．

産地；川西市横地，笹部〔仲田，1978〕・宝塚市満願寺～花屋敷，切畑，香合新
田〔東，1992〕・西宮市船坂(1ex..11・IX・1987)．神戸市六甲山(lex.、15．V11･
1956),鳥原(1ex..17･V･1963.ett.),藍那(1ex..28．V1．1993.etc.),高取山
〔高橋,1942],山の街(lex..29．1V･1959.etぐ.),丹生山(lex..3･V・1958),太
山寺(1ex.､6．V･1957),下谷上(1ex.,29．V111･1979),伊川谷(lex.、7･V1･
1988)，八多町屏風(lex..15．1V･1993)．三木市ロ吉川町原(leX..26･1X･1986)・
小野市山田町(lex..16．V・1987,etf.)．加東郡東条町(lex..29．1，．．1984.eLc.),
社町三草(lex..22．V・1989)．加西市法華山一乗寺(lex..23．V・1965)．多可郡
市原(3exs..24．1X・1972),白山(lex.､27．V・1973),三谷(lex.､4．1X・1976)・
寵野市神岡(lex..4．V1.1988.etc.)．佐用郡〔井口,1908]・相生市三溜山(lex.、
1･VI･1974)．多紀郡西紀町(lex…20･1V・1982)．氷上郡〔山本,1954,1958].
出石郡出石町〔高橋,1965]・宍粟郡水谷(lex..17．V11･1981),赤西(lex..21･

1

！

l
p

I

、'・19791,音水(1Px..16･VII.1972).
4.E"0(･h"s""nusHorvath.1879ヒゲナガサシガメ

山地の樹上で生活しているがあまり多くなく，灯火にも飛来するとある〔友国
他〕・兵庫県下の記録も大変少ない．

産地：宝塚市西谷西部〔東,1992J・氷上郡〔山本,1954.1958],山南町(lex.･
う．VII.19901．佐用郡〔井口,1909].
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．
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一 5.iS""sO68(･w､us(Dallas.1850)オオトピサシガメ

山地の樹上によく見かける,10月頃道路の側溝などに多くいることがある・成虫
は樹皮の下や樹の空洞に群がって越冬する．刺されると激しい痛みがある・
県下にも広く分布していると考えられる．
産地；宝塚市島ケ淵，西谷，大原野，西部，宝梅町，寿楽荘〔東,1952]・神戸
市高取山〔高橋，1942〕，神戸大橋上(13,8･XI．1984),山の街(1ex…17．V・
1953),藍那(6exs..31･X･1978.3exs..10．XI．1976),八多町屏風(1fax…12･
1..l993.lex..4．VI.1993).佐用郡〔井口,1908]・多可郡笠形山(lex..6･Xl･
l976).氷上郡〔山本,1954.1958]・豊岡市〔高橋,1975]・城崎郡城崎町(9exs･･
25･X・19781．

6.P""@d""""88鋤、"負Stal.l8泓リトケサシガメ

和名のとおり体や脚に多数の鯨をもつサンガメである．兵庫県下での記録がほと
んど知られていない．もっといると考えるのだが．
産地；宝塚市南口2丁目〔新家,1986,東,1992].出石郡但東町中野〔高橋’
1965).

7Rb"oco"somattJsII1hler.1896)アカヘリサシガメ
黒色，前胸背後葉の後，側縁と腹部の外縁が赤いことでよくわかる種である。山
地の植物上で発見され鱗翅類の幼虫やハバチなどの小さな昆虫を捕食する。

’

I

県下でもわりと記録が知られていない種である．

産地;佐用郡〔井口,1908].多可郡三谷(lex..8．VIII.1975).氷上郡〔山本，
1954〕・高源寺llex.，16･VI.1994)．養父郡氷ノ山(lex.､22．VII.1958).
bphe血祁olestestmpfrssaco"@s(Stal.1861)シマサシガメ

I
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淡路島南部で注目される蛾(1)
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1．マスイカバナミシヤクEuP32hecaamastj83Inoue

Nov.19.19901exOct､29.19911ex(Ama)[灯］

=jll県の石清尾山と象頭山，鳥取市で10月中旬からll月上旬に採集されるほか，
産地はわかっていないとされている．

2．マイコトラガ〃“加妃αノfzoens28Matsumura

Mar.25.19851exMar.26.19851ex(Ama)[灯］
北海道中南部，東北地方から近畿地方まで主として日本海側と内陸部に産するが，
伊豆大島・伊豆半島・対馬でも記録されている．四国では徳島県に産する．
翌1986年にもかなりの発生を見たが，それ以後は殆どみかけない．

3．ホソパソトグロノメイガA抑α"hessp･

Aug.17.19911ex(Ama)[灯］
従来の記録は，東京・埼玉のみであったが，井上氏")からの私信によると最近大
阪府箕面市・兵庫県柏原から記録が報告されているそうである．

4．シンジユキノカワガEI89mα犯α7℃8ssIJs(('ramer)
Oct,.3(),19911ex(Ama)[灯］
文献上の最古の記録は1909年の熊本市での発生．北海道を始め，東日本各地で
散発的な採集記録があり，近畿，中国，四国地方の諸県でも同機である．最も頻度

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

｜

’

の高いのは福岡県を中心とする九州北部．
幼虫の食樹はシンジュなどAilallthus属の植物（ニガキ科）に限定されると思わ
れる．この属の植物は日本に自生品はなく，今日各地で野生化しているシンジユは
1875年頃移入されたものとされているので，この蛾も二次的に日本に入ったものと
推定される．

5ウスベニオオノメイガ「ﾉｱでS叩伽#aPTw&2"ennasButler
Aug.21.1987(Amal[灯］
北海道，本州，対馬，屋久島，朝鮮に分布するまれな種．

6．オオトウウスグロクチパ4”〃αﾉ血S(･80SaMoore

N(D,.19.1990(Ama)[灯］

紀伊半島大塔山系，四国各地で発見され，関東地方では,19H7年東京都の奥多
摩，大垂水峠で採集されている．和名は初期産地の「大塔山」に因む．

7，シロモンコノメィヵ_VII(Ulelac"可sU7･Vc"Meyrlck
Aug､23.199(1(Okawa}[Sw]
国内では非常に少ない種．近辺では奈良県吉野の記録がある．

8ヒカケヒメハマキ"8k"ehamakaaaj6892j〃α"Oku
May.31.1991IAma)[灯］
日本固有穐．北海道，本州，対馬，屋久島から分布が確認されており，四国，九
州にもいることが予想されていた．

9．クシナシスジキリョトウSPodoPtem"I8umGuenee
Oct.25.1994(Okawa)[灯］

3:〒656-07三原邸南漠町阿万上町794
00)井上寛氏大妻女子大学生物学研究室

(14）

－－



－－

今まで本土域で採集された

ことはなく，主として沖縄

本島以南に記録あり．杉繁

郎氏に同定していただいた．
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南淡町大川産クシナシスジキリヨトウ

（ふじひらあきら）

クロコノマチヨウについて

谷川大海4

筆者はl9u4年7月2H日より10月28日までクロコノマチョウの生態の一部を観察（飼

育も含む）したので，ここに報告する．

l飼育について

①一回目の飼育
7月2卜日に捕らえた母蝶から（7月26日から31日の4日間で)108卵を得,107
卵が孵化，弼頭が羽化した（うちざ126頭,旱32頭)．型は夏型が22頭，秋型が30
頭，中間型が6頭であった．中間型とは夏型から秋型への移行型と思われるもので
夏型と秋型の両方の特徴を持っている．しかし越冬母蝶からの第一化の飼育がまだ
で，第一化夏型との比較が出来ていない．従って中間型と断定するのは今後の課題
とする．羽化した成虫沁頭はすべてマーキングして「沼の林床」に放蝶した．

②二回目の飼育
「沼の林床」で産卵を目撃して得た卵，及びすでに産みつけられていた卵からの
飼育.｢沼の林床」で袋がけ飼育をした．産卵日は卵や齢数から推測したものを含め
て,H月22日から1()月2日まで数日おきであった．全部で24頭羽化（すべて秋
型），そのうち9頭をマーキングして放蝶，他は標本にした。

2産卵行動について

産卵を目撃したのは三回（一回目は袋がけ産卵の時，二回目はマーキングして放

蝶した母蝶の産卵，三回目は自然状態での産卵）．袋がけ産卵で一度だけ早朝（8
時半）に産卵したことがあった．しかし，他はすべて夕刻（5時～6時）であった。
また自然状態ですでに産みつけられていた卵も，卵の色などから推測して夕刻に産

みつけられたようである．食草はジュズダマ，ケイヌピエ，ヨシの三種（昨年はス

スキでも見られた）。いずれも林床内で育った若々しい，緑色の，柔らかい葉に産

卵。まず葉表に止まり，すぐくるりと葉裏に逆さになり産卵。卵数はl卵から2～
1O卵の群卵が見られた。

’

4＄〒656洲本市大野1018-』
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3．孵化について

午前中に孵化する卵もあったが，多くは夕刻に孵化した．孵化したばかりの一齢
幼虫をクモに食べられるのを目撃した．

4.蝿化について

大多数は夕刻行われた．しかし二回目の飼育の時，後半(1()月下旬）に蝿化した
ものは丸2日かかって完了したものもあった．

5．羽化について

ほとんどが午前中．8月終わりから9月初めに羽化したものは5時台から8時台
に羽化した.10月に羽化したものは6時台から10時台まで見られた．
6.飼育および観察場所

飼育と観察の大部分は「沼の林床」で行った．他は飼育箱で行った．「沼の林床」
（筆者の命名）は（洲本市池の内にある）直径約100mの池の3分の1を占める沼
状の場所．6月には冠水するが8月になると水はひく．樹木の主なものはハンノキ，
ヤナギ類，下草はヨシ，ジュズダマ，セリ，ミゾソバ，ケイヌビエ，ススキなどで
ある．盛夏の林床は涼しくクロコノマチョウをはじめ，コムラサキ，キマダラヒカ
ケ，クロヒカケ，ウスイロコノマチョウなどが見られる．

7.テリトリー飛翔および追尾飛翔について

「沼の林床」内で，日没直後から約30分間見られた．9月9日からl()月3日ま
での間で，林床内の気温が20度以上の日に見られた.1勝度以下の日には見られな
かった．放蝶した個体にはマーキングをしたが，観察に行ぞたびごとに見つけた自
然状態の個体も捕らえてマーキングをしておいた．テリト'ノー飛翔，追尾飛翔の行
われた場所は半径6m内で狭いものであった．枯木やヨシ，セイタカアワダチソウ
の葉上に止まり,1頭が飛び立つと数頭が絡み合うといった具合いだった．日中の
フワフワとした飛び方からは想像もできない素早い動きで，卍巴と思われるような
追尾飛翔も目撃した．ほとんどが放蝶した個体だったが，何頭かは自然状態の個体
もいた．夏型も秋型も見られた．夏型の個体の方が小さいからか動きが早く，い
つも追尾飛翔では勝っていた．これらの飛翔中に早を目撃したことはなかった（早
の産卵を目撃したのは，いずれも，これらの飛翔の前であった）早朝（6時から8
時）にも観察に行ったが，夕刻のような飛翔は見られなかった．数頭目撃できたが，
林床内を歩いて行くとフワフワと飛んで逃げるといった具合いであった．

6吸蜜行動について

9月26日には1頭,10月13日には2頭，それぞれ夕刻「沼の林床」内のヤナギ
の木でスズメバチと一緒に吸蜜しているところを目撃した．また10月27日と10

月28日には8頭からl1頭もの成虫が樹液を吸っていたようで，林床にはいると驚
いて飛び立った（マーキング番号と頭数を確認できた）．

9配偶行動および交尾について

残念ながらまだ目撃していない．

10.成虫の大きさについて

飼育成虫の翅の長さ（横幅）を比較してみた．羽化月別で比較する．10頭の平均
値で,伊も旱も同じ傾向だった．’()月羽化が一番長く，ついで（8－9）月羽化,11
月羽化の順であった．

11.食草について

このたびの観察でケイヌビエとヨ:,･も食草にしていることが判明した。この二つ

の食草については，飼育および観察例か少ない．四種の食草のうちではジュズダマ
が一番よく利用されるようで，自然状態で発見した卵数もジュズダマが一番多かつ

(16）
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